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Summary
Thispaperwildealwiththemodernevolutionofoneofthepre-moderntypesoffarmhousefloorplan,theMae-
zashikitypeintheki-no-kawadistrict.
In.,thecaseoflandownersandvilagegentry,theguestroomandthegenkan (formalentrance) underwenta
continuousprocessofenlargementthrough theMeiji,Taish6andearlySh6waperiods.Butnochangesweremade
tothebasicpre-moderngroundplanuntiltheSecondWordWar.
AftertheSecondWordWar,though.thispre-moderngroundplanbegantobealtered.Theolddomacooking
areawasreplacemedbythemodernflooredkitchen-diningroom.Thefrontpartofthedomaspacewasusedfor
domesticpurposes,asachildren'sroomorasaninfわrmalguestroomandanewkindofgenkan.
centralcorridorsbegantobeintroducedfromthesecondSh6wadecade,CausingaJfurthernewdevelopment,the
genkanhall. BythefourthSh6wadecade,anewlayouthadbecomeestablished.basedonthegenkanhalland
centralcorridor.
FromthefifthSh6wadecade,domesticquartersbecameincreasinglywesternizedandfamilyroom beganto
appearevenatthefrontofthehouse. WhiletheMae-zashikiarrangementwasveryslowtodisappear,theend
resultofalthesemodificationswasachangeofemphasisinthelayoutoffarmhduses.andconsequentlythe
●
abandonmentofthemainprlnCiplegoverpingthepre-moderngroundplan.
Keywords:近代化modemL'zatJ'on,農家住宅famhouses,近世の間取.り形式pre-modemgroundplan,
土間domaspace
1.はじめに
■
民家の発展過程を時代別に捉えてみると､近世期は各
地の民家が成熟し､地域的な特徴が顕著な形で現れてい
った熟成期であるといえる｡近代以降は､その特質を受
け継ぎながら､近代化という新たな要素が加味され､変
( 1 )
容していく変容期である｡しかしながら､その変容過程
にも地域的な特徴があると考えられる｡本稿は､このよ●
うな視点に立ち､近代以降､平面構成がどのように変容
していくのかを､生活史的に捉えることを目的とする｡
近世に生み出された間取り形式の中でも､表に座敷を
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もつ前座敷型に着目する｡近畿地方の周縁部は前座敷三
間取りを祖型とする地域であり､とりわけ泉南地方から
紀ノ川流域､西吉野一帯にかけては､独自の発展過程を
たどっている｡この地域の間取りは､前面の座敷より後
列の土間境の部屋が土間に張･り出す､食い違い三間取り
を祖型としているl)～2)｡本稿では､これらの分布域でも
南端に位置する紀ノ川流域を対象として取り上げる｡
紀ノ川流域の農家住宅の平面構成に関しては､続き間
座敷に着目して､住様式と近代化の交錯状況を計画学的
に明らかにした松原小夜子3)の研究がある｡また､筆者
らは､すでに下流域､中流域別に生活史的に特徴をとら
え4)～6㌧ さらに綴葺き屋根の住宅に着目して､外観意匠
などと共に考察を試みている7)～9)0
本稿では､これらの個別の成果と新たに調査した事例
を集約して､紀ノ川下流域から中流域に分布する江戸時
代末期から現代にいたる農家住宅の平面構成の変遷につ
いて､増改築事例と新築傾向の双方から､各室の機能､
位置､様式に焦点をあてながら､考察をすすめる｡
1.近世における平面構成の特色
紀ノ川は和歌山県下最大の河川で､流域沿いの平野部
には豊かな穀倉地帯が形成されてきた｡流域に分布する
農家住宅は県下でも最も発展が早いと考えられている
10)｡宝永3 (1706)年に建立された､大庄屋の増田家住
宅 (岩出町曽屋)のように､主屋に格式的な座敷部分や
式台が別棟で付設する民家もみられる (図1)0●
近代以降の変容過程を捉えるために､まず､近世期に
おける主屋の平面構成の特徴や変遷を文献から考察す
る｡基本の平面構成は土間と床上から成るために､各部
に分けて特徴を捉える｡
(1)土間部分
土間は農家住宅の重要な構成要素であったが､土間の
占める割合は地域により異なり､広いものでは床上と同
等以上に及ぶものもある｡紀ノ川流域の事例を先行調査
研究資料11ト 13'から概観すると､前述の増田家住宅 (図
1)では､奥土間と床上部分は同等であるが､前土間は
床上より広い｡天明4 (1784)年に普請された本百姓層
の佐伯家住宅 (岩出町中黒)は､土間と床上との割合が
2:3で､やや狭い (図2)｡半世紀を下った天保 8
(1837)年建築の田中家住宅 (かつらぎ町丁の町)は､
土間が佐伯家住宅より狭く､床上の半分である (図3)0
土間の占める割合は若干の幅があるものの､総じて平
面構成の主要な部分を成していたことがわかる｡
つぎに土間の形態についてみていく｡土間は裏口まで
(2)
続く通り土間形式であるが､出入口 ･農作業場である前
土間と炊事場である奥土間は､建具で分割されていく｡
増田家は天保1弐1841)年の増改築期に分割されている.
増田家住宅のみならず､大庄屋で､後に本陣となった妹
背家住宅 (那賀町名手市場)も享保 3 (1718)年の建築
当初は通り土間であるが､宝暦初 (1751)年の増改築期
に分割されている (図5)0
他方､佐伯家住宅 (図2)は天明4年の新築時より分
化している｡さらに､19世紀中期に普請された大庄屋の
旧中筋家住宅14)(和歌山市祢宜)も､大戸口の入口土間
部分は当初から建具や壁で囲まれ､分化している(図6)0
これらの事例から､18世紀中期には上層農家や先進的
な本百姓層の住宅では､前土間と奥土間の分化が図られ
ていることがわかる｡
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図1 増田零住宅復原図
(『重要文化財増田家主家･表門保存修理工事報告制 より)
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図2 佐伯家住宅復原図 図3 田中家住宅復原固
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図4 増田家住宅第二次変更平面図
(ほ 要文化財増田家主家･表門保存修理工事報告劃 より)
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図5 妹背家住宅変遷図
(『重要文化財旧名手本陣妹背衰住宅修理工事報告書』より)
図6 旧中筋家住宅復原図
(和歌山県文化財センター提供)
(2)床上部分
この地域の間取り形式は表に広い1室を取り､裏側に
2室 (家族生活の場と就寝空間15りを設ける間取り形式を
基本とするが､下手の裏側室が土間側に桁行き方向に半
間から1間張り出す特徴をもつ｡前述の増田家住宅も建
(3)
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築当初は､土間境食い違い三間取りであった (図1)0
座敷は二分されて2室構成16'に変化するが､早いもの
は近世期において分割され､食い違い四間取り形式に移
行する｡建築当初からの事例としては､庄屋である里村
家住宅 (和歌山市山口里)があり､明和5 (1768)･年に
土間境食い違い四間取りで普請されている (図7)｡ま
た､前述の増田家住宅では､天保12(1841)年の増改築●
時に座敷が二分されている (国4)0
土間境の食い違いは次第に小さくなり､土間境が揃う
整形四間取り形式に発展していったとされている17)｡妹
背家住宅は享保3 (1718)年の新築時から､すでに土間
境が揃う形式になっている (図5)｡前出の佐伯家住宅
(図2)も､本百姓層の住宅であるが､すでに四間取り
になっている｡紀ノ川流域では､18世紀初期には先進的
な間取りは､土間境が揃う四間取りに移行していること
がわかる｡
これらの基本の間取り形式に､大庄屋層の一部では､
身分の上位の役人などを迎え入れるための式台や玄関が
許され､座敷と共に格式的な空間を上手に備え付けてい
た｡増田家七は､文化年間 (1804-1817)に式台から玄
関構えに改築し､より格式的な出入口をもつようになる｡
妹背家では､延享3 (1746)年の座敷増設時に玄関を敷
設している｡さらに､旧中筋家住宅は近世末期の建築で
比較的新しく､当初より格式的な空間が上手と後背部に
組み込まれた複雑な間取り形式になっている｡
図7 里村家住宅復原固 くr和歌山県の民家Jより)
3.近代以降の平面構成の変容
近世に形作られた平面構成が､近代以降どのように変●
遷していったのかを土間と床上部分に分けて､下流域か
ら中流域に分布する87の調査事例18'から考察する (衣
1)｡
(1)土間の変容
目 前土間の変容と消滅
ニワと呼ばれる前土間は､出入口であり､縄ない､延
作り､稲こき､豆打ちなどの作業場であり､雨の日の取
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表1-1 調査家屋一覧
氏名 任所
千田雷治 粉河町{春野
曽和てい 粉河町薄田
禰壇拡 打田町中井阪
吉井引一 和歌山市義明寺
谷沢一男 岩出町西申分
山田和夫 打田町西山田
岩田千雷 打田町貫三谷
山路儀.一 和歌山市平井
貴志{弘 和歌山市栄等
嚢内博 和歌山市小豆島
川口和昭 打田町北勢田
濃淡韓 粉河町荒鼻
徽文雄 那責町西鶴
松{きよえ かつらぎ町上天野
五円嘉弥大 かつらぎ町下天野
井膚集T かつらぎ町上天野
構本轟良 かつらぎ町平
木下徽 和歌山市井ノロ
鷺山 ■ 和歌山市嶋禰
橿本戚夫 粉河町兼鼻
丁松正義 fT田町北勢田
鴨木広義 岩出町職業
欄田義雷 和歌山市禰事
it台JL子 粉河町西移牒
1日正明 打田町薫三谷
構祐次 粉河町北養田
田上斉 和歌山市小雷
松本茂之 粉河町杉挿
土井樽宏 和歌山市平井
山本t夫 粉河町移廉
滝本雷男 和歌山市滝畑
岩田忠轟 讐出町中三谷
志雷鷺 粉河町兼鼻
杉本雰男 和歌山市幕曾
山田義夫 岩出町西山田
嶋鳥徽 岩出町川尻
山西讐之 粉河町光景
小林一夫 和歌山市神前
青田博 打田町北勢田
木下樽 岩出町食谷
川島田節 和歌山市向
奥本撫三 和歌山市7r量
志雷t犀 粉河町薫見
山田徽夫 打田町71儀
山田雷男 和歌山市井倉
尊慮光 かつらぎ町上天野
蘭嶋功 粉河町1市
辻野叩生 曾出町嚢
野口義亡 粉河町杉庸
一ノ5T瞥- かつらぎ町上天野
中村藁三 和歌山市和佐中
松下嘉夫 和歌山市t川
笠松茂夫 和歌山市7rt? ????????????????
?
?? ? ??
???? ??? ?????????
?
????? ? ??
?
??
?
? ?????
?
?????『????
?
?
中井秋事
かつらぎ町上天野
粉河町光景
粉河町薫JL
横山町殿
かつらぎ町上天野
岩出町堀口
粉河町下丹生谷
着th町中史
粉河町移締
着出町嶋口
岩出町嚢
かつらぎ町上天野
岩出町堀口
岩出町畑毛
粉河町下丹生谷
粉河町胃春野
岩出町川尻
かつらぎ町上天野
打田町赤尾
粉河町光景
かつらぎ町上天野
和歌山市t川
和歌山市明王寺
粉河町養田中
和歌LIJ市旺川
誉出町欄口
岩出町西野
かつらぎ町上天野
粉河町杉犀
粉河町下丹生谷
岩出町中迫
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平成
出入口
土間ロー土間口+玄■ (】)
土間ロ+式台
土r)ロ+式台1-土間口+3量の間
土間口+式台
土間ロ+式台
土間口+庇群分玄瞬 くS.52)
土間ロー彊玄M (S.初期)
土rIlロ
土間ロー土間口+玄■ (}.末期)
土間口
土間ロ →ー戸口 (S.48慎)
土間口
土間口
土間口
土間口
土間ロ 一ー文闘
士rlロ →ー彊玄関
土間口
土間口
土間口
土l『ロ
土間口
土間ロー玄M+内玉鋼 (S.42)
土rqE)一玄開 (S.55)
土間口+式台
土間ロ 一ー夏闘
士間口一一玄開 くS.47)
土間ロ+譲玄紳
土間口
土rRE)1一言{ (S.57慎)
土PqE)
土間E)
土rl口+譲玄儀一玄蘭+彊玉鋼 (S.60)
土間口
土■Iロ
土l『口
土rl口
玄胃l
珠玉闘
士l『口
土間口 (粛土間濃艶程度)
土間ロー彊玄{ (H.元)
玄鋼
彊玄Il
玄胃
???? ? ??? ??? ????????? ?? ? ?????? ?? ????
義出土■書 rt童JIJと義tする
(4)
牛小量･イラズ･コベヤの嚢蓉
女中鴨1 ･イラズ (徽前)-鴨t ･1呂
女中鴨JL･イラズ (S.30代)I-JL昌 ･t所
鞠雷
イラス
女中節義-子供節義-雫事圭一鞠t
鞠t-子供揮1-鴨t (S.55壌)
女中傷霊-子供鴨霊
×揮JL(S.初期)
JL鼻精鋼-JL昌 (S.59)
義徽り揮JL-一男景傷JL一一鞠t
メ
牛小量一男集群A (S.20慎)-子供霊
×
牛小量-鞠t-1呂く3.60慎)
牛小11-子供群JL(S.46)
鞠t
男集群JLl-JS鞭間 (S.48慎)
米納JL-◆J6撒Pl(S.46)
鞠t
牛小量 ･イラズ
女中揮1･→子供節義
男衆揮霊一一鞠t
土間一･子供那1
-霊雷王一作霊場 ･鴨t-一応鞭rII
下郡1-JL呂 (S.35壌)
-一応撫rq (S.61)
イラズ一応鞭rIl(S.52)
内雷 (食品雷)一応離間一節
女中那1-優析 ･1呂 (8.26)
男集群ll一応鞭間 (S.40壌)
鞠t
男衆響1-一物t-膏生空間 .子供重 くS.55)
コぺヤ･→リビング (S.61)
イラス
鞠t
濃戸鞠 ･米tき嶋
×
男衆那JL一一子供揮JL(S.47)一･零雷暮
鞠t一一千供節義 (S.46)一一鞠t
コぺヤ一応鞭間 (S.47)
祖母の傷JL-●子供王一応鞭間 (S.48)
×
鞠t一一子供揮1
納戸
コぺヤ 一ー応撒間 (ら.60慎)
イラズ
食品雷一一鞠t
X
×
子供龍1-･雷脱所
鞠tき
×
X
×
J(明治)T(大正) S(昭和) H(平Jt)
蘭書鴫LJ■霊で明らかなもののみ書紀入
千森 ･谷 :農家住宅の平面構成の近代化過程に関する考察
表1-2 調査家屋一覧
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?
入口付近術生空間
1邑 ･便所
鼻昌 ･便所
??
?
?
?
?
?
??
鼻昌 (8.59)
■邑 ･便所 (前譲り出し)
X
X
土間口積1呂 (S.50墳)
×
土間口職員呂
X
X
×
×
×
×
×
×
×
×
JL島 (S.35慎)
×
X
X
×
任所 ･1呂 (‡.26)
メ
×
嘉島 ･便所 ･洗濠嶋
×?
?
?
??
?
?
??
??
?
?
優所 ･鼻呂
メ
藩主-便所 .藩主 (S.64)
鼻呂 (H.元)
×
1呂 ･便所
×
■呂
×
×
×
×
鼻昌 ･便所
??
?
×
×
便所 ･■呂
×
1呂
×
×
鼻昌 ･便所
便所
応練間下手衛生空間
洗面所
優所 ･,JL呂
便所
×
×
×
鼻呂
×
×
子供部JE
別棟練馨柵一一千供龍量
×
×
櫛量 (ら.35)
コベヤ一都JL
コベヤ 一ー都量 (S.55墳)
淋構2陣
納量改造(S.35)･ナント●･庇櫛
×
別棟 (S.59.62)_
別棟
コベヤ →ー子供都農
×
×
別棟
牛小量-→子供櫛t (S.46)
門最JL一都
上手座敷
上手座敷
轟量
81 (S.･34)
コベヤー子供都量
別棟俸JL
コベヤ･別棟櫛t
納JLニ胃 (S.56)
貴慮
別棟
納量改造 (S.61)I
×
×
別棟 (S.37壌)
都JL(S.54壌)
コベヤ →ー子供揮よ くS.55)
別棟 (S.62頃)
MJL(S.55)A
牛小量-子供都塵(S.40年壌)
上手豪儀増毅櫛 ･RC遊離
×
離れくS.39)
群JL(S.60)
×
コベヤ →ー子供揮JL
コベヤー子供郡上
×
別棟とRC遣櫛
×
コベヤー子供郷t
別棟
玄Pl柵(H.41貴)
×
ニ離
郷JL
X
別棟
隣接8BJL二幣 (H.元)
×
二階
隣棟RC遣飾 (S.45)
子供8B量一一脱衣所 別棟
×
応接間-子供櫛JL (H.元)
×
下手鴨練別棟
メ
応練間一･子供櫛JL
X
応接間とDK間 ･別棟
別棟
X
別棟
ナンド
別構
別棟
嘉鋼玉洋間
別棟
×
別棟
座敷上手
×
応捷間
×
×
×
×
×
×
×
シモノマ(8.45)
土間下手鱒1-一応練間 (S.39)
×
×
土間下手 (8.30)
×
×
×
×
×
土間臭 は 足式】 く`さ.37)
土間.･一応練間 (S.48慎)
米綿量一応練間 (S.46)
X
X
X
X
X
コベヤ ･ー応撒間
×
コぺヤ 一ー応練間 (8.61)
コベヤ →ー応接間 (S.52)
玄開下手
コベヤ →ー応接間 (8.56壌)
×
コベヤー応接間 (S.40墳)
×
×
式台-一応精間 (S.51)
土間一応練間
×
×
×
シモノマ(S.42)
前土間全体くS.55)
ナカノマ
×
×
前土間全体 (8.57)
コベヤ一応練間 (S.47)
コベヤ一応練間 (S.48)
聯土間全体 【土足式】
×
×
×
土間下手一一子供節霊 (H.4)
前土間全体 (8.64)
×
コベヤ一応擁間 【土足式】 (S.60)
×
×
土間下手 fF改造 (S.571義)
×
玄騨下手
土間下手
土間上手 (シモJ7位dE)
×
玄騨下手
×
玄P下手1一子供部JL(H.元)
玄騨下手
玄桝下手一座敵中ノ間 (H.4)
玄関下手
玄桝下手
玄関下手-子供都JL
玄綱下手
×
玄桝下手
土間上手 (シモノ7位t)
玄関下手
玄関下手
土間下手
玄Il下手
玄闇下手
×
玄桝下手
玄剛下手 【土足式】
玄騨下手
×
土間下手
(5)
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土間-床上DK(令.501貫)
土間一一床上DK
土間-一那b
土間
土間
土間一一土間DKく8.45壌)
土間一･床上DK(令.55墳)
土間-一群Dくさ.初期)
土間-土間DK(ら.60)
土間
土間-土間DK
土間 (8.20改進)
土間1一抹上DK(H.5壌 土闇分綱)
土間一一土間DK
土rq-→土間DK (8.40壌)
土間-土間DK鴨場放 くS.44)
土間一一土間DK
土rl･一床上DK(8.48)
土間1-土rIIK(S.35)+床上E)(S.46)
土間
土間･一抹上E)K
土間
土間一一土間DK
土間1-土間DK (S.45)
土間一一床上DK
土間-床上DK(S.561遍)
土rPl一抹上DK(S.56慎)
土間-床上DK(8.35慎)
土間･→土間DK
土間一抹上DK(8.45)
土間一一床上DK(8.41-→56幕改造)
土間一味上DK(8.53)
土間-I.一節DKJ+軟 くS.28)
土間-一節D～(S･56)
土間
土間一味上DK(8.42)
土間一抹上DK(S.55)
土rPI-北土間(S.30)1一抹上DK(S.61)
土間-→土rnDK (S.47)
土間
土間-年上DK(S.57)-土間E)K(H.7)
土間-一抹上DK (8.47)
土間一･凍上DK (S.48)
土間-一味上DKくH.4)
土間1-土間K+床上D(S.50tJt)
土間
土間-→床上DKくさ.30-40)
土rq一一床上DK(S.57)
土間･一節D一抹上DK(S.64)
土間･一味上DK(H.元)
土間1一抹上DK (S.59)
土間-→･一節D(S.40慎)-土間DK(H.6)
土rll-一味上DK(S.56)
土rI-一群Dl一味上DK (S.57)
土間 (奥出し量)
土間-一抹上DKくさ.50)
土間一味上DK(8.58)
土間-床上DK (S.45)
土間E)K一味上DK(H.7)
珠上DK
土間DK
土間一一床上DK(H.元)
床上DK
焦上DK
土間DK
土間-→床上DK(S.56慎)
??
????????????????
?
??
?
?????
?
??
?
?
? ??? ?? ??
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表1-3 調査家屋一覧
ダイドコロ
ケイ ドコロ ･ー居間
ダイ ドコロ･→居間
ダイドコロ ･ー居間
ダイ ドコロ
ダイドコロ
ダイ ドコロ →ー居間
ダイ ドコロ ･ー居間
ダイ ドコロー層間
ダイ ドコロ →ーリビング (8.50)
ダイ ドコローー居間
ダイドコロ
ダイ ドコローー居間
ダイ ドコロ
ダイ ドコロ →ー居間
ダイドコロ →ー居間
ダイドコロー居間
ダイ ドコロ →ー居間
ダイドコロー居間
ダイドコロー居間
ダイ ドコロ →ー居間(S.46)
ダイドコロ
ダイ ドコロ
ケイドコロー居間
ダイドコロ
ダイ ドコロー居間
ダイドコロ
ダイドコロー居間
ダイドコロ
ダイドコ
ダイ ドコ
ダイドコ
ダイドコ
ダイ ドコ
ダイ ドコ
ダイ ドコ
ダイ ドコ
ロ 一ー骨間
口一一居間
ロー居間
口一･居間
ロー●居間
ロー居間
ロ →ー居間
ロ →ー居間一一リビング(コへ●†8.61)
ダイドコローリビング (8.53)
ダイドコロー眉間
ダイ ドコロ →ー居間
ダイ ドコロ
ダイ ドコロ →ー居間
ダイ ドコロ →ー居間
ダイドコロ ･ー居間
ダイドコロ ･ー居間
ダイ ドコロ
生 活 科 学 研 究 誌 ･Vol.1(2002)
豪側重間開閉状況
開放
同上
同上
同上
向上
同上
岡上
同上
岡上
向上
岡上
同上
岡上
岡上
同上
同上
岡上
岡上
岡上
岡上
同上
同上
同上
岡上
岡上
岡上
同上
同上
同上
岡上
同上
同上
同上
向上
同上
岡上
岡上
岡上
岡上
向上
向上
岡上
同上
同上
岡上
ダイ ドコロI.,･居間-DK後方rJt'.Jク●(H.4)同上
ダイ ドコロー居間
ダイドコロー居間
ダイ ドコロー居間
ダイ ドコロ →ー居間
ダイドコロ
ダイ ドコロ →ー居間
ダイ ドコロー居間
ダイ ドコロー居間
ダイ ドコロ →ー居間
ダイ ドコロー居間
ダイドコロ →ー居間
ダイ ドコロ →ー居PI
ダイ ドコロー居間
ダイ ドコロ
ダイ ドコロ →ー居間
ダイ ドコロ･→居間
ダイ ドコロ →ー居間
ダイドコローー居間
居間
居間
遭韓/ダイ ドコロ →ー居間
居間
貴職重/居間
居間
居間??????????????
ドコロ →ー居間
????
I)上
岡上
岡上
向上
同上
闇儀 (押入)
開放
半PI徽 (雷段)
開放
同上
岡上
同上
同上
岡上
岡上
閉儀(l瞥段)
半開徽 (幕下)
開放
閉徽 (押入)
閉徽 (便所)
半間徽 (胃段)
閉徽 (押入)
剛散
開徽 く押入)
M放
岡上
閉儀(押入日量)
開放
闇徽(押入)･開放
開放
岡上
閉轟く押入日量)
閉徽 (霊)
同義
閉徽
閉儀
闇徽
???
??
?? ?
?? ??? ? ??
開放
半間徽 (押入)
閉嶋(押入日量)
閉徽 (隻)
主寝圭
ナント~-●鞠t/慶敵中の間
ナント'
ナント●
ナ'Jr一一鞠t/飾JL
ナント■
ナント'
ナント'
ナンr一一子供重 くS.60壌)/離れ
ナンr-洋間ベッドルーム (S.50)
1)r
ナント■一一艦闇 (鞠雷)/飾1
I)r
ナント'
ナント■
1)r
I)r
ナント-
1)r
ナント●
ナントー
ルr
ナンr-一物t/那JL
ナント■
ナント'
ナント■
ナント●
1'Jr
ナント'
ナント~一一鞠t/上座敷
ナント'
ナント'
ナント'-空き王/別糠群霊
ナント●
ナンr/郷JL
ナント~
1'Jr
ナント●
ナンド
ナンr一･空き王/剛撒RC飾
れr
座敷/ナ'Jr幕にI曽放 くS.45)
座敷空間の構成 中鼻下
4+8+8 ×
4+6+8 +6+8(離れ) ×
4+6+8 +8(暮れ) ×
4.5+6+6(】～T初期) ×
6+6+8 6+8(離れ徒樽) ×
6+8 ×
6+4+6◆8+8(銅座敷) ×
応接rl+8+6+8(S.初期) ×
6+8
3+4+6
4+6+さく】.末期)
6+8
4(J曽投)+6+8
4+6
6+8
4+8
8+6
6◆8+12
6+10+8 +8(離れ)
4+8+6+8
4+8
4+6+8(I.ら)
4+8+8
6+8
4+8
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
6+8◆6+8(別棟 S.初期) ×
6+8
4+8
4.5+8◆10(I.9)
6+8
6+8
6◆8■10
6+8
6+8
8+6◆8◆8(網座敷)
6+8+12
6+8 +8+8(離れ)
4■8
(S.56) 6+8
ナ'Jr･→板間通路(S.60壌)/別棟
I)r
ナント'
ナント~又は別棟二陣
ナント一一空曹重/二l瞥
ナント●
ナント'
ナンr母寝量/幣撒RC遣 (S.52)
ナントー
ナント'
ナント■母覆重/那1
ナント'
ナンr父母覆蔓/二fr
l'Jr
ナント'
ナントー
ナント~
ナント'
ナント~
ナントー
ナント'
ナントー
ナント●
ナント'
ナントー
ナンr-子供重 くH.元)/ニl讐
ナント'
ナント'(母寝王 一一鞠t)/別棟
ナント'
1)r
ナンr母寝重/剛撒RC遣 (S.56)
ナンr ･洋間尊重
1)r
ナ'Jr ･佃J7
座敷/玄関下手
ナント'
ナントー母覆工 ･子供王
I.Jr一一子供櫛JL/夫柵別棟
1'Jr
ナント~?????
(元炊事場位t)
ナント■･洋重 く息子矢嶋)
ナンド (元ダイ ドコロ位t)
(6)
6+8 +6+8(離れ)
序練間+6+8(駒座敷)
4.5+6+10
6◆8+10+10(鈎座敷)
8+8
6+8
8+8
6+8
6+8+8+8(鈎座敷)
6+8
8+8
6+8
6+6
8+6
6+8
6+8
6+6+8
6+8
6+8
6+8
6+8
6+8
6+8
応播間■8
4+8
6+8
6+8
6+8
4+8
8+8(応接間)+6
6+8
6+8
6+8
8+8
6+8
8+8
応接間+8+8
6◆8
6+8
6+8
6+8
6■8
6+8
6+8
8+8
6+8
6+8
6+8
(徽義は量轟)
×
×
×
×
×
X
X
×
A(S.39慎)
?
?
??
?
??????
?
??
?
?
?
??
?
??
?
? ?
?? ? ? ? ? ?
??
?
? ?
?
?
?
? ? ?
?? ?
?
千森 ･谷 :農家住宅の平面構成の近代化過程に関する考察
り入れ場であった｡機能や形態が変化し､新たな空間に
変容していく｡
①前土間下手隅の変容
前土間の下手隅は､里村家住宅 (図7)にみられるよ
うな独立した空間が近代以降も設けられる傾向がある｡
ここにはイラズやウシゴヤが配され､穀物の収納場や牛
馬の飼育場として活用されていた｡また､コベヤと称さ
れる物置や男衆 ･女衆のための部屋が設けられていた｡
しかし戦後の農地改革により､さらに､高度経済成長期
以降の機械化や付属屋 (納屋 ･出作り小屋)の充実など
により､これらの空間の必要性が低下し､設けられなく●
なる｡また､既存のものは昭和20年代半ばより､衛生空
間や子供部屋､応接間などに変化していく｡
まず､衛生空間への変容からみていきたい.便所や風
呂場は主屋外に別棟で設けられていたが､戦後､設備の
改変や化学肥料化がすすむ中､生活の利便性が優先され
て主屋内に取り込まれていく｡とりわけ土間隅に設けら
れる｡初期の事例として､岩田忠彦家住宅 (岩出町中三
谷)があげられる｡同住宅では昭和26年に女中部屋を風
呂場と便所に改造している｡新築事例では昭和27年築の
松下義夫家住宅 (和歌山市直川)が､土間に設けられた
最も古い事例である｡昭和40年代以降の土間のない間取
り形式でも､炊事場と応接間の間や入口付近に衛生空間
が設置される傾向がある｡
他方､山田辿夫家 (岩出町西山田)では､昭和55年に
男衆部屋を風呂場と子供部屋に改造している｡子供部屋
は､高度経済成長期以降に勉強部屋として確立されてい
く｡ヘヤと呼ばれている離れや納屋､門長屋の一部を改
造して､付属屋で充当するものが大半であるが､主屋で
は基本間取りの周縁部で確保されていく｡梅本昌良家住
宅 (かつらぎ町平)では､昭和46年に土間隅の牛小屋を
拡大して子供部屋にしているが､牛小屋やコベヤを改造
して設ける場合が多い｡
∇
(
I
A
図8 応接間例
衛生空間､子供部屋と並び､昭和30年代以降には､人
口に近い下手表側に､応接間が設けられるようになる｡
湯浅稔家住宅 (粉河町荒見)は応接間を設けた最も古い
事例で､昭和30年に土間の下手を改造している｡一方､
昭和37年築の並松善秋家住宅 (岩出町堀口)は､新築家
(7)
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屋で応接間をもつ最も古い事例である｡同家は専業農家
であるが､すでに前土間はなく､†入口下手に4畳の応接
間が面している (図8)0
応接間は床上ばかりでなく､農家の生活に合わせた土
足使用の形態が創り出されていく｡昭和37年に土間の中
程に3畳間を囲い､応接セットを置いた木下健家住宅
(和歌山市井ノロ)の応接間は､その一例である｡上林
勝義家住宅 (粉河町荒見)は､昭和59年に土間を玄関化
している`が､玄関脇の応接間はコベヤを土足のままで入
れるように改造したものである｡平成以降に新築された
家屋でも､矢部義保家住宅 (かつらぎ町天野)のように､
他室が床上化されても応接間だけを土足用とする造り
が､専業農家の一部で継承されている｡
(参前土間の消滅と玄関化､玄関ホールの形成
土間が農作業場としての役割を失い､出入口の機能に
重点が置かれると､土間口は玄関へと変化していく｡
地主層であった貴志尚弘家住宅 (和歌山市栄谷)は､
玄関への変容の最も古い事例で､昭和初期に土間口を張
り出し玄関に改造している｡しかし一般化するのは､昭
和30年代後半以降である｡上述の並松善秋家住宅 (図8)
が最も古い事例で､昭和37年の建築時から･玄関をもつ｡
昭和40年代から50年代にかけては､専業農家でも既存の
土間を玄関化するものが多くなる｡前嶋功家住宅 (粉河
町風市)は専業農家であるが､昭和47年に土間を玄関に
改造している｡格式的な張り出し玄関の形式も､同時期
頃より普及し､主流になっていく｡
玄関に続く上がり口の間は畳敷きから板間の玄関ホー
ルの形態に移行していく｡前述の貴志尚弘家住宅は､昭
和初期の改造時には畳敷きの上がり口の間であったが､
昭和39年には板間に再度､改造されている｡また､大正
4年築の川島四郎家住宅では､昭和42年に土間を玄関
ホールの形式に改造している｡新築事例では､昭和45年
築の増田叔爽家住宅 (岩出町森)が玄関ホール型になっ
ている (図9)0
このように昭和40年代以降は玄関ホールが主流になる
が､昭和60年に建てられた奥登代秀家住宅では､さらに
吹き抜けの玄関ホールになっている｡玄関は現代的な要
素を取り入れながら変容している｡
∇
1｢ ●■ヽ一.●●ヽ■∫it
A
図9 玄関ホール導入の間取り例
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2)奥土間の変容と消滅
奥土間は､炊事場として用いられてきたが､機能､様
式に変化がみられる｡
①食事室の移設
食事の場がダイドコロから奥土間に移行していく｡そ
の先駆的な形態として､炊事場の一画に板張り部分を設
けて､座式で食事をする造りがみられる｡･貴志尚弘家住
宅 (和歌山市栄谷)は､昭和初期に板間の食事の場を炊
事場の一画に増設している｡戦後もその傾向は続き､土
間炊事場の一画に板張りの食事の場をもつ形態が定型化
し､新築時から組み込まれていく｡昭和35年築の高水茂
富家住宅 (かつらぎ町天野)もその一例で､土間に2畳
の食事の場をもつ (図10)0
炊事場と食事室が同室化するこの形態は､DK化の前
段階とも考えられるが､食事の場の移設は､炊事場の形
態を変えるだけでなく､ダイドコロを茶の間から団幣を
中心とした居間へと機能変化させ､居間の変容にもつな
がっていく｡
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図10 炊事場に移行した食事室
(参DK化と床上化
座式で行われていた食事行為が椅子式になるのは､ダ
イニングキッチン (DK)19)の普及による｡食寝分離と
椅子式生活導入の提唱の元に､昭和30年頃から都市の公
的供給集合住宅に導入されていったDKが当地方の農家
住宅に普及し始めるのは､昭和40年代以降である｡
都市住宅とは異なり､土間にダイニングテーブルと椅
子を置いた土間DKと床上DKが並行しながら､普及し
ていく｡
土間DKは土間のままDK化できる簡易さと､土足の
まま使える利便性から専業農家では重宝されている｡し
かし農作業に田靴が用いられるなどの履物の変化や兼業
化がすすむ中､昭和42年に新築事例で始めて床上DKが
登場する｡以来､･主流となるが､床上DKになっても､
奥土間の床上化は直線的には進まず､勝手口への通路と
しての土間を残す形をも生み出していく｡
山田辿夫家住宅 (岩出町西山田)は昭和45年に､山田
敏夫家住宅 (打田町神領)は昭和47年に奥土間が床上D
(8)
K化されるが､通り土間が保持されている｡しかし､昭
和48年に通り土間を残した形で､床上DK形式で新築さ
れた森田修司家住宅 (粉河町南志野)は､8年後の昭和
56年に土間を取り込み､床上DK七改造している｣｡かろ
うじて残された通り土間も床上に組み込まれていく｡新
築事例の土間炊事場の最新が昭和57年であることも含
め､50年代後半には土間が完全に消失されるように思わ
れる｡しかし､林成光家住宅 (かつらぎ町天野)では､
昭和57年に土間炊事場から床上DKに改造し､さらに平
成7年に再度､土間DKに戻している｡
土間の喪失は農家住宅としての特色を失い､一般住宅●
化される流れでもあるが､粁余曲折した過程を辿ってい
る｡
(2)床上部分の間取り形式の継承と変容
1)座敷の拡充と玄関の形成
近世に一部の上層農家で許きれていた座敷や玄関の格
式的空間が､明治以降になり､地主や村役層の住宅､経
準的に富裕な一般農家において拡充されていく.
座敷の拡充は､基本の四間取りの上手に増設する形で
おこなわれる｡江戸時代末期に普請された青井引一家住
宅 (和歌山市善明寺)は､明治時代末期から大正時代初Ri
期に床の間をもつ6軍の座敷を四間取りの上手に増設し
ている (図11)｡明治以降に普請された家屋でも経済的
に余裕をもつと座敷を増設するようになる｡土井将宏家
住宅 (和歌山市平井)も当初､四間取りであったが､大
正9年に10畳の座敷を上手に別棟で設けている｡
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図11 上手に1室座敷を拡大した事例
また､江戸時代末期に庄屋宅として普請された川口和
昭家住宅 (打田町北勢田)では､明治時代末期に四間取
り上手に座敷と納戸を増設し､六間取り形式に拡大され
ている｡さらに別棟ではなく､当初より六間取りで新築
されるものも出現し､間取り形式の拡大がおこなわれて
いく｡大正7年築の志摩重昂家住宅 (粉河町荒見)がそ
の事例で､当初より格式的な鈎座敷をもつ六間取りであ
る (図12)0
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図12 玄関､鈎座敷をもつ事例
離れ座敷をも含めた座敷の拡大が顕著にみられるの
は､明治時代から昭和初期の期間である｡
座敷と共に出入口にも格式化傾向が現れ､座敷前に玄
関構えをもつようになる｡大庄屋であった千田軍治家住
宅 (粉河町南志野)では､明治期に下手部屋前の土庇部
分を玄関に改造している｡前述の川口和昭家も表側下手
居室前に玄関を敷設している｡志摩重昂家住宅では当初
より下手室が玄関の間となり､前面に玄関をもつ｡
さらに格式的な張り出し玄関をもつ事例が､昭和以降
みられる｡辻野和生家住宅 (岩出町森)は､昭和12年築
であるが､入母屋屋根の付いた張り出し玄関を､六間取
りの下手表側の部屋に敷設している｡
2)中廊下の導入
戦前までは格式的な部分が付帯されていくものの､基
本の間取り構成は改変なく､受け継がれていく｡間取り
の組み立てられ方が変化していくのは戦後である｡まず､
平面構成を大きく変えたのは､-中廊下の導入である｡都
市中流住宅では大正期頃から取り入れられていった中廊
下が､農家住宅でも普及していく｡
昭和25年に中廊下の歯芽的なものがみられる｡野口雄
仁家住宅 (粉河町杉原)では､シモノマとダイドコロ間
に通路が取られ､つし二階への階段の上がり口が設けら
れている｡他方､改築により中廊下を設けるものもある｡
明治末期に建てられた前述の山田辿夫家住宅では､昭和
40年頃に六間取りの裏側中央の部屋を分割して通路を設
けている｡
さらに､表裏の部屋境に通しの中廊下をもつようにな
る｡最も古い事例は､_昭和27年築の松下嘉夫家住宅 (和
歌山市直川)である｡土間境食い違い四間取りに廊下が
通された中廊下型の間取り形式である｡また､昭和31年
に建てられた上林勝義家住宅 (粉河町荒見)も六間取り
型の中廊下型である｡以降の新築事例では､中廊下型が
主要な型となる｡
中廊下の導入により表裏の空間が分離し､冠婚葬祭に
伴う儀式､行事時には表2重の続き間が公的空間となる｡
(9)
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他方､裏側室では､隣室を介して出入りする必要性がな
くなり､部犀境には壁や押入､階段､便所が設けられて
いく'.前述の松下嘉夫家住宅 (図13)では､ナンドとダ
イドコロ境が押入で閉鎖されている｡ダイドコロと連続
していた近世からの平面構成が変化していく｡
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図13 中廊下例
(3)玄関ホール ･中廊下型の間取り形式の確立
昭和40年代以降は､上透の変容を集約した土間をもた
ない新たな間取り形式が確立される｡
昭和45年築の増田叔爽家住宅 (岩出町森)は､その過
度的な形態である (図9)｡入口土間は1.5間×1.5間あり､
奥の土間DKにつながる土間通路がとられている｡他方､
床上には玄関ホールが出現している｡玄関ホ ルー は中廊
下と一体になり､各室を連結するように構成されている｡ド
さらに､昭和47年築の田中有家住宅では､入口は1畳
大の踏み込み土間となり､奥土間も消失し､玄関下手に
応接間､DKといった新たな要素が組み込まれている｡
玄関､玄関ホールを媒介にして､下手には洋式の応接
間とDKをもち､上手は近世からの間取り形式が廊下に
より分割された平面構成が｢般化していく｡本稿では､
これらの要素を備えた間取りを｢玄関ホール･中廊下型｣
と規定し20)､近世の枠組みに近代の要素が加味された､
新たな間取り形式と捉える.とりわけ､張り出し玄関q)
形式が主流を占めていく｡
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図14 玄関ホール･中廊下型の間取り
(4)前座敷形式の解体
近世の間取り形式を一部継承していた玄関ホール･中
廊下型の間取り形式が､さらに変容し､近世からの枠組
みが解体する動向がみられる｡
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1)続き間座敷と応接間の変化
平面構成を近世中期頃から規定していた､表に2重座
敷が並ぶ前座敷の構成に変化の兆しがみられる｡
昭和52年築の高橋好章家住宅 (粉河町荒見)は､`応接
間がカミノマに隣接して､玄関上手に設けられ､嘩数は
表裏に続く､続き間になっている (図15)0
江戸末期に建てられた山路俊一家住宅(和歌山市平井)
では､昭和初期に座敷を上手に別棟で2室増設している
が､昭和45年にシモノマを応接間に改造している｡また､
昭和41年に建築された岩崎安弘家住宅 (岩出町中迫)で
は､シモノマの位置に当初より応接間が配され､和室2
重が表に続く続き間が消滅してい●る｡
このように､昭和40年代以降は､玄関下手に位置して
いた応接間が座敷下手室に移行する傾向がみられる｡玄
関を挟み､分離してしミた和洋の接客空間が集約化され､
座敷の変容､減室化につながる流れである｡
他方､戦後､座敷に代わり拡充されていった応接間が
省略されていく｡玄関下手に位置していた応接間が､平
成以降､子供部屋や居間に改変する動きがある｡
そのために､和洋の二重構造化されていた接客空間が
両面から縮小される傾向が伺われる｡
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図15 応接間がシ干ノマに移動した例
2)裏側室の変化
当地域の間取り形式の特徴である､後列土間境室の奥
土間への張り出しは､近代以降も根強く継承されていく
(図12)｡昭和27年集の中廊下型の間取り形式 (図13)に
も､さらに､昭和40年代後半の玄関ホール･中廊下型の
間取り形式でも継承されている (図9､14､17)｡
このように伝統的な形式が温存されている一方､裏側
室では機能や様式面での変化がみられる｡以下､変化点
を取り上げる｡
①居間の前面化と洋式化
まず､居間が表側に移動する流れが､昭和40年代半ば
以降にみられる｡ 昭和45年薬の山本弘幸家住宅 (かつら
ぎ町天野)は､従来のダイドコロの場所が衛生空間や二
階への通路空間に変化し､奥土間の炊事場と応接間の間
(10)
に食事室と団奨室を兼ねた茶の間が設けられている (図
16)｡ダイドコロが土間下手に移行した例で､従来全く
なかった間取り形式である｡
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図16 ダイドコロの変化例
また､昭和47年築の山本隆幸家住宅 (岩出町畑毛)は､
山本弘幸家住宅と同様に玄関下手に応接間､居間､DK
が構成されていた｡接客空間の使用頻度が低いために､
平成4年に応接間を撤去し､居間に取り込み､上手座敷
の中の間に椅子とテーブルを移す｡居間は11畳大となり､
前面に位置するようになる｡
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図17 居間が改造により前面に位置する例
さらに､洋室化された居間が前面に配されていく｡居
間の洋式化は昭和50年代より始まるが､60年代以降には､
その傾向が強まる｡明治末期に建てられた増尾壌家住宅
(岩出町川尻)は､昭和61年にコベヤを洋式の居間 (リ
ビング)21)に改造し､リビングを前面に設けている｡ま
た､昭和61年築の並松善秋家住宅 (岩出町堀口)は､当
初よりリビングがDKの前面に設けられた間取り形式で
ある (図18)0
炊事場に隣接して裏側に配されていた家族生活の場が
表側に移行する流れは､家族主体の住まい方の間取り形
式への転換期を迎えたことを示していると考えられる｡
(彰裏側上手室の洋式化と機能変化
裏側上手室には､戸主夫婦のための就寝空間であるナ●
ンドが伝統的に設けられてきたが､変化の兆しがみられ
る｡
まず､板間化してベッドを持ち込む流れがある｡ 昭和
49年の喜多忠雄家住宅は主寝室がベッドを用いた洋間に
なっている｡ 昭和61年築の並松善秋家住宅は､寝室を含
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む裏側の個室がすべて洋間である (図18)｡個室の洋式
化は子供部屋から始まり､昭和40年代後半には寝室にも
及んでいる｡
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図18 前面リビングと個室の洋室化
様式だけでなく､部屋の用途が変化する傾向がある｡
主寝室が座敷や二階､別棟に移行する事例が多 く､ナン
ドは物置や子供部屋に変化していく｡さらに､昭和50年
代以降に建てられた事例では､主寝室以外の空間が確立
される傾向がある｡高橋好章家住宅 (粉河町荒見)では
裏側上手室には座敷が配され (図15)､中井秋彦家住宅
(岩出町中迫)では､衛生空間が位置している｡
空間構成の変容は裏側室にも及び､伝統的な間取 り形
式が解体している｡
4.まとめ
紀ノ川流域の農家住宅の近代化は､近世の厳しい身分
制度に基づいた普請規制よりの解放から始まる｡地主や
村役層の中､上層階層では座敷の拡大､玄関の敷設とい
った格式的空間の拡充がおこなわれていく｡しかし昭和
初期までは､近世の平面構成の基本枠組みを改変する流
れはみられない｡
戦後になり､近世から続いてきた基本枠組みが､土間､
床上の双方から変容していく｡
まず､農業の近代化は､農作業場として活用されてい
た土間の必要性を低下させ､前土間部分を子供部屋や応
接間､衛生空間などの生活空間へと変化させる結果とな
る｡奥土間は､炊事場から板間の食事の場をもつ形態を
経て､床上DKへと変わっていく｡ そのために､近代化
の指標の一つである椅子座化は土間より始まる｡これら
の改変に伴う土間の消滅は､さらに出入口の玄関化へと
通じていく｡
他方､床上部分では､昭和20年代半ばより中廊下の導
入が試みられ､40年代以降は､.玄関ホール型の間取り形
式へと発展していく｡ さらに､40年代後半には伝統的な
形式の枠内にありながら､土間をもたない､.新たな要素
を組み込んだ玄関ホール ･中廊下型の新たな間取り形式
が確立される｡
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昭和50年代以降には､表に座敷を､後方に家族生活の
場が配される近世以来の表裏の空間構成が次第に崩れて
いく｡表の空間では続き間座敷が根強く継承されていく
が､和洋の接客空間の集約化などにより縮小していく流
れにある｡裏側では､家族生活の場と主寝室の分離がす
すみ､私的空間の独立性が確保されていく｡また､居間
の洋室化が始まり､60年代には表側に移行する流れがみ
られる｡
昭和時代の終幕と共に､前座敷形式の特徴も崩れ､近
世の規定から逸脱した､新たな間取り形式に変容してい
る｡
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12)和歌山県文化財研究会 :『重要文化財増田家主屋 ･
表門保存修理工事報告書』､和歌山県 (1986)
13)和歌山県文化財センター:『重要文化財旧名手本陣
妹背家住宅修理工事報告書』(1993)
14)昭和28年から棉本家の所有となっているが､本稿で
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は ｢旧中筋家｣と表記する｡
15)各室の名称を､地域で用いられている最も一般化し
ている ｢ダイドコロ｣(家族室)と ｢ナンド｣(就寝
空間)とする｡
16)座敷の呼称を､土間下手側は ｢シモノマ｣､上手を
｢カミノマ｣とする｡
17)林野全孝､浮田清 :紀ノ川筋の民家の変遷と分布一
特に食い違い三間取り型について-､日本建築学会
昭和45年度大会梗概集､800(1970)1
18)表1に碍載ヽ
19)以下､ダイニングキッチンを ｢DK｣ と表現する｡
20)｢玄関と玄関ホールを介して､下手に洋式の応接間
とDK､あるいは衛生空間をもち､上手には伝統的
な和室の前座敷型の間取 り形式が廊下により表裏に
分割して配された型｣と規定する｡
21)以下､洋式の居間を ｢リビング｣と表現する｡
農家住宅の平面構成の近代化過程に問する考察
一前座敷系統に属する紀ノ川流域の場合一
千森督子 ･谷直樹
要旨 :本稿は､近世期に生み出された間取り形式でも､前座敷型に着目し､近代以降その地域的な特質がどのように変
容していくのかを､紀ノ川流域の農家住宅を取 り上げる中で考察するものである｡
初期にかけておこなわれていく｡しかし､近世期の平面構成の基本枠組みを改変する流れは戦前まではなく､継承され
戦後､基本枠組みは序々に変容するが､土間では､奥土間が土間炊事場から床上DKへと変化し､前土間部分は子供
部屋や応接間などの生活空間や玄関となっていく｡ ･ ■
他方､床上部分では昭和20年代より中廊下の導入が試みられるようになり､玄関ホール型の間取 り･形式へと発展 して
いく｡昭和40年代後半には､玄関ホール ･中廊下型の新たな間取 り形式が確立されていく｡さらやこ､昭和50年代以降は
居間が洋室化される傾向があり､昭和60年代以降には､前面に配される造 りがみられる｡前座敷の構成が板強く継承さ
れているものの｣近世の平面構成鹿理が崩れ､新たな時代の間取 り形式へ移行している｡
(12)
